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ドイツ文学における ｢重婚｣のモティー7

- G･ハウプ トマン "DerSchuBimPark〟を中心に-

鈴 木 将 史

○序

文学が扱う数多いモティーフの中でも最も古く,最も一般的なもののひと

つに ｢(特に一人の男性を巡っての)三角関係｣がある｡ 男女 3人からなる構

成は,ある意味では実社会における異性関係の大部分を作品に投影すること

のできる最小単位であるし,その処理法の違いによっては,深刻な悲劇にも

(この例の方が圧倒的に多い),また軽妙な喜劇にも (男性が,二人の女性に

操られる意志薄弱な存在 として描かれる場合など)仕立て上げ得るため,こ

のモティーフは文学の歴史上数限りないヴァリエーションを生み続けながら

現在に至っている｡殊に西欧近代小説が登場人物の心理描写を旨として成立

すると,このモティーフが以前にも増して脚光を浴びることとなったのもう

なづけよう｡ また,様々なヴァリエーションといっても,文学史上独立した

一大モティーフと見なし得るものが多々派生することも,このモティーフの

特徴である｡即ち最も基本的なものとして,複数登場する女性又は男性達に

重点を置いた ｢恋敵の関係｣があり,その中でも主人公を魅惑し意のままに

操ろうとする ｢愛人｣或いは ｢娼婦｣のモティーフがからむ場合が多数存在

する｡その道としては,求愛を断られた女性が中心となる ｢辱められた女｣

のモティーフが考えられ,その様な女性を多数登場させるのが,猟色を続け

る ｢ドン･フアン｣のモティーフである｡ また,三角関係に肉親関係が関与

すると,｢近業財目姦｣モティーフに発展する場合もあるが,奇抜なものとして

は,一人の女性または男性が別の人物に扮して,恋人を巡 り架空の三角関係

を作 り上げる ｢ドッベルゲンガー｣のモティーフ,恋敵の一方が生存してい
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なかったり,極端な場合には人間でなかったりする ｢内的三角関係｣が考え

られる｡

さて,それらの三角関係のうちでも,外面的に最も極端で社会制度上の問

題 にまで発展 した例が,同時に複数の人間 と婚姻関係 を結ぶ ｢重婚｣

(Bigamie)と呼ばれる事態であ｡このモティーフは,その極端な性質故に,

現代に至るまで文学 (特に大衆文学)に於いてしばしば取り上げられてきた

が,その最も豊富な例をドイツ文学に見ることができるのである｡これは,

ドイツに於ける歴史上の事件が,モティーフ形成に決定的な役割を果たして

いるからであって,その点でこのモティーフは,数少ないドイツ的モティー

フのひとつと考えられよう｡ 扱うモティーフの多様性ではトーマス ･マンと

並び近現代文学でも群を抜いており,その意味でもゲーテと比較し得る作家

ゲルハル ト･ハウプトマンが,このモティーフにゲーテ同様一度は手を染め

たのも,従って当然の成 り行きといえるのかもしれない｡小論では,彼の晩

年に執筆された短編小説 『森の銃声』ドDerSchuJ3imPark〟)を分析し,

他の作品と比較することにより,このモティーフの特徴並びにハウプトマン

文学との関連を探ってみたい｡

○グライヒェン伯爵モティーフについて

上に述べた重婚に関するドイツでの歴史的事件の全貌を,最も明快にして

簡潔に伝えている文献は,実は歴史学的根拠のあるものではない｡ゲーテの

戯曲 『シュテラ』の結末部で,フェルナンドの最初の妻チェチ-リエが延々

と口にする台詞がそれであるわけだが,その内容を要約すると凡そ以下のと

おりとなる｡

昔或るドイツの伯爵が,聖なる戦いをするべく妻を後に残し,カナンの地

へと赴いた｡しかし彼は武勲むなしく彼の地で囚われの身となる｡その被を

敵方の主人の娘が助け出し,彼は彼女を連れて故郷へと凱旋した｡そこでは

妻が夫の帰りをけなげに待ち続けていたが,彼が従者や戦利品と共に命の恩
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人 として異国の娘を紹介し,その恩に報いる様にと娘を妻の手に委ねると,

彼女は喜んで夫を娘と共有することに決める｡ そして二人は神と教会の祝福

を受け,ひとつの家,ひとつの床,ひとつの墓に入ることとなった｡

以上の如 く,ゲーテによりはっきりと記されたドイツ史上の重婚事件であ

るが,さてこの伯爵なる人物が実在したという形跡は,史学的根拠を持つも

のではない｡その存在を実証できる文献は,なにひとつとして今に伝わって

はいないが,幾多の作家が歴史上の人物 として扱うこととなるための根拠は,

やはり幾つか残ってる｡そのひとつはエルフル トの大聖堂に残る墓碑銘であ

る｡そこにはひとりの領主とその妻らしき人物がふたり描かれており,｢ここ

にエルンスト･ルー トヴィヒ･グライヒェンが妻たちと共に眠る｣との碑文

と共に,1227という数字を読み取ることができる｡ この碑文から,重婚をし

た人物は1227年に没したチューリンゲン領主エルンス ト･ルー トヴィヒ･グ

ライヒェン伯爵であると推定された｡(実際にこの人物は生涯に二度結婚した

ことが判明している｡)彼は,1227年の十字軍遠征に参加した際に,トルコ軍

の捕虜となり,その後首尾よく脱出したが,その助けとなったサラセン人の

娘を連れて帰還したというのである｡ この言い伝えは,墓を抜きにしても既

に以前からテユーリンゲン地方には広まっており,現在のエルフ)i,ト市庁舎

にも,同様のグライヒェン伯爵の壁画が後になって描かれている｡ テユーリ

ングンにはグライヒェン家の居城も現存しており,ハウプ トマンがこれらの

史跡に深 く親しんでいたことは良く知られている｡

もうひとつ,後の重婚モティーフに大きな影響を及ぼした事件が 1539年に

発生する｡ラントグラーフ･フィリップ ･フォン･ヘッセン (寛大王｡この

王は, トマス ･ミュンツアーの乱を鎮圧した王であるが,その後は福音主義

により農民を寛大に統治し,新教の最初の大学をマールブルクに創設した王

として有名である｡)が,妻と離婚せぬ内に新たな妻を迎えることを画策した

事件である｡彼は,当時の倫理的社会通念に強い発言力を持っていた宗教改

革者ルターとメランヒトンに宛てて弁明書を送っており,その中で過去に同



96 人 文 研 究 第 86 輯

様な事態をグライヒェン伯爵が引き起こしていること,そしてその重婚を最

終的にはローマ法王 も認めたことなどを書き綴っている｡1)この文書がグラ

イヒェン伯爵に関する文献 らしい文献 としては最初のものであり,法王,そ

して神にも祝福された重婚 という, ドイツ文学独特のモティーフを後に形成

するにあたっての先駆けとなるわけである｡ この言い伝えが本当のものであ

るのか,つまりこの話が ドイツに端を発するものなのかどうかは,永い間歴

史家や文献学者の頭を悩ませてきた問題であった｡重婚を取 り扱った話なら

ば,フランスの文献はグライヒェン伝説よりも古 く,12世紀マリー ･ド･フ

ランスが書いた 『ェリグクのレ-』や,ケル ト民話である 『ゴール ド･トウ

リーのメル-ン』や,更には 『白雪姫』のモティーフなどについても関連付

けた研究が成されている｡2)しかし後の ドイツ文学に取 り上げられる重婚の

モティーフは,それらと基本的な構造に於いて一線を画していることもまた

事実である｡∫.∫.ヴァイゼル トは,グライヒェン伝説の形式的な特徴 として

次の3点を挙げている｡ 即ち,

1.夫が異国 (ヨーロッパ以外の異民族国家)に赴いた後,当地の娘に命

を救われ,彼女を第二の妻として連れ帰ること｡

2.二人の妻は,互いに相手を認めあい,共存しようとすること｡

3.重婚状態を社会,ひいては教会も認容すること｡

1)Vgl.E.Sauer,DieSagevonGleicheninderdeutschenLeteratur,Diss"
StraBburg1911,S.14-15.
2)『ェリグクのレ-』は,妻を残しイギリスからブルターニュへと奉公を探しに出
た騎士エリダクが,現地の王の娘を連れ帰る話であり,グライヒェン伝説と酷似
している｡対して『ゴールド･トウリーのメルヘン』の内容は以下の如くである｡
邪悪な母はその娘ゴールド･トウリーを他国の王の許に嫁がせるが,1年後に魔
法のいばらの刺を用いて殺してしまう｡王は悲しみにくれ,亡骸を保存しておく｡
後に彼は再婚するが,この妻がある日ゴールド･トウリーを発見し,彼女の指か
ら刺を抜くと,彼女は深い眠りから覚め,3人は末永く幸せに暮らす｡この民話
がグライヒェン伝説と共に白雪姫モティーフと深く係わっているのは,こうして
みると自明のことであろう｡/Vgl.TheLa主ofEliducandtheM宜rchenof
LittleWhite,in:Folk-Lore,AQuarterlyReviewofMyth,Tradition,Institu-
tionandCustom,Vol.ⅠⅠⅠ.,1892,S.26-38.
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の3点である｡そして,16世紀及び17世紀のドイツ文学に於いてグライヒェ

ン伯爵を扱った作品は,少なくとも15作に上ると報告している｡3)その大半

はしかし,敬度なキリスト教社会を背景としており,グライヒェンモティー

フとも呼べるこの伝説を忠実に踏襲した作品に過ぎず,現在にその名を残す

までに至ってはいない｡このモティーフが文学的に活性化するには,やはり

ゲーテの登場を得たねばならないといえよう｡

グライヒェンモティーフに手を染めた作家でめぼしいものを挙げると,古

い作家から順にホフマンスヴァルダウ,ボードマ一,ゲーテ,コツツェブ一,

アヒム ･フォン･アルニム,そしてハウプトマンということになるだろう｡

この内,ホフマンスヴァルダウは,彼の有名な書簡詩集 "Heldenbriefe〟中

に,グライヒェン伯爵と伯爵夫人の往復書簡を取り上げ,またボードマ-は,

この伝説をヘクサメーター詩行にしたためているが,前者の『ルートヴィヒ･

フォン･グライヒェン伯爵とイスラムの娘の恋物語』や,後者の 『グライヒェ

ン伯爵夫人』という題名からも分かる様に,両者とも伝説をそのまま韻文化

したものであり,個人的な作風が顕著に認められるとはいい難い｡対してロ

マン派詩人並びにゲーテ ･クライスを敵に回して華々しい活躍を遂げた劇作

家コツツェブ-は,その200以上に上る戯曲の内のひとつにこのテーマを与

えている｡ 唯その筋は,一一祖国で待つ妻が夫に見切りをつけて別の男と結

婚しようとする所へ,夫がイスラムの娘を連れて帰ってくる｡妻は内心落胆

するも,うわべはこの第二の妻と最初の5分間だけ仲良く振る舞う｡ 夫は喜

んで三人のしとねを用意する内に,二人の妻は喧嘩を始め,二人とも思い余っ

て自殺してしまう｡二人の妻を持つ筈だった夫は,今は二重の男やもめとな

り,失意の内にまた自殺する｡- といった内容で,荒唐無稽なドタバタ喜

劇に終始しており,明らかに同時代に書かれたゲーテの 『シュテラ』の純然

たるパロディと考えるべきものである｡そしてアルニムの戯曲だが,｢異国へ

3)J.J.Weisert,GrafvonGleichen"Redivivus",in.･Monatsheftf也rdeutschen
Unterricht,40,1948,S.465-470.
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の旅立ちとそこよりの帰還｣というモティーフ自体がロマン主義に馴染むも

のであり,アルニムがグライヒェンモティーフに殊の外興味を示したのもう

なづけよう｡ しかし彼の戯曲 ≠DieGleichen〟はそのロマン主義性を余りに

強調しすぎた余り,彼の創作によるエピソードが至る所に織り込まれ,筋が

錯綜した作品となり,モティーフそのものは非常にぼやけたものとなってい

る｡その内容を概説すると以下の様になる｡- グライヒェン伯爵夫人には

初恋の相手がおり,夫が異国で囚われの身となると,彼女はその男と共に夫

を探しにいく｡ グライヒェン伯爵は例に漏れず異国で (ここではエジプトに

なっているが)当地の娘と結ばれ,この二人と探しに来た二人が会ったりま

た別れたり,伯爵が襲撃されたり政郷で戦争があったりした後,エジプトの

娘は伯爵夫人の兄と,伯爵夫人は元の恋人と,そして伯爵自身は出家して幕

を閉じる｡- この作品の取 り留めのなさを説明するには,この程度で十分

だろう｡そのためこの作品はグライヒェンモティーフを発展させたものとい

うより,ロマン主義的冒険評にこのモティーフを一部利用した感が強い｡こ

の点で比較すると,アルニムの作品の対極に位置するのが,ゲーテの 『シュ

テラ』であるといえる｡『シュテラ』はグライヒェンモティーフの文学的エッ

センスを純粋に抽出した戯曲であり,重婚状態に陥った男女の葛藤を,他の

状況を捨象することにより最も基本的な姿で表現することに成功しているの

である. 従来までの純然たる宗教文学的モティーフであったグライヒェンモ

ティーフが,『シュテラ』により宗教性を払拭した一般文学的モティーフに脱

皮し得たといっても過言ではあるまい｡さて,次にハウプトマンの 『森の銃

声』を分析していくわけだが,そこでも必要に応じて 『シュテラ』との比較

検討を行っていきたい｡

○『森の銃声』 のモティーフ処理

ハウプトマンが1939年に発表した 『森の銃声』は,彼の後期に属する短編

である｡作品そのものは20日余 りで書き上げられたもので,当時,日記体小

説 『ジリ』の執筆に悪戦苦闘していた彼は,グライヒェンモティーフの話を
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たまたま秘書から聞き,それが 『ジリ』 と共通する内容であっただけに,す

ぐさま小説化に取 りかかったというのが成立の直接の背景 とされている｡4)

ただ,グライヒェンモティーフ自体については,その10年以上前に書かれた

『情熱の書』の中で,ゲーテに関連して既に言及されているため,女性のエロ

スを終生のテーマとしたハウプ トマンは,いずれこのモティーフを取 り上げ

ようとしていたことが考えられる｡しかしながら実際の執筆 となると,上述

した如 く (彼の創作にはしばしば見受けられる事態ではあるが)即興的とも

いえる短期間の内に書き上げられたため,作品の評価は概ね否定的で,特に

その構成力の弱さと粗削りな文章が批判されてる｡5)作品の梗概は以下のと

おりである｡

地の文の語 り手であるコンラッドは,或る日20年振 りにシレジアの古都に

住む叔父アドルフを訪ねる｡この元森林保安官である叔父は,若い頃は主君

の伯爵に付き従って様々な土地を旅行したことがあり,甥に次の様な話を語

り始める｡彼は一度アフリカの奥地で,デーゲンハル ト男爵という野性的で

話し上手の男に出会ったことがあったが,後にこの男が近隣の男爵令嬢であ

るヴァイラン嬢 と結婚し,その地方の領主に納まったことを知る｡ヴァイラ

ン嬢 とも親交のあった叔父は彼女の城を訪ね,今はその夫となり一粒種まで

もうけたデーゲンハル トとも再会するが,彼に往時の面影はもはやなく,そ

こにいたのは上品でお酒落で懸葱ではあるがどことなく冷やかな,ところが

我が子にだけは異常なまでの愛情を注 ぐ男爵であった｡その夜叔父は城の近

くの森で一発の銃声を聞 くが,それは男爵がアフリカ時代に結婚していた黒

4)Vgl.K.L.Tank,NachwortYon"DerSchuBim Park",Stuttgart1971
(ReclamUB8627),S.6ト68.
5)∫,プァイファーは,『森の銃声』について,語り手である叔父に必要以上に脚光
を当てたことによる枠物語構造の破綻と,語嚢のぞんざいな選択を手厳しく批判

している｡/Vgl.∫.Pfeiffer,"DerSchuBimPark",in:∫.Pf∴Washabenwir
aneinerErz畠hlung?Hamburg1965,S.56-66.
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人の妻を,彼女が城まで彼を追いかけてきたために撃った銃声であったこと

が,翌日明らかになる｡黒人女性は一命を取りとめるが,書類にも残る二重

結婚の罪は覆うべくもなく,男爵は失綜する｡残された男爵夫人はしかし黒

人女性を手厚く保護し,数年後に母国へ送り返してやる｡ここで叔父の物語

は終わり,その二カ月後彼自身も世を去る｡

/′

この小説自体は,確かに偶然が度重なるなど設定も不自然で,枠物語によ

る効果も不十分であり,文学作品としては平凡なものであるとのそしりを免

れ得ないかもしれない.しかし,これをグライヒェンモティーフのハウプト

マン流の処理形態と考えるならば,示唆される点も少なくはないのである｡

先に 『シュテラ』は,アルニム作 "DieGleichen〟の対極に位置すると述べ

たが,『森の銃声』もまた別の意味で 『シュテラ』の延長線上に位置する作品

といえよう｡ 即ち,両作品共グライヒェンモティーフを従来の宗教性並びに

地域性から切り離し,純粋に男女間の葛藤として描き出しているわけで,ゲー

テはモティーフに対する肉付けを殆ど行わないのに較べ,ハウプトマンは,

近代シレジェン地方という,モティーフとは緑もゆかりもない新たな背景を,

比較的詳しく設定しているのである｡他にもそれぞれが独自のモティーフ処

理を行っており,以下にその主なものをまとめて抜き出してみる｡

『シュアフ』

○状況設定 暖味｡

○前史 簡略｡

○中心人物 シュテラ (第二の妻)0

○第一の妻 チェチ-リエ :社会的に弱

い立場｡

『森の銃声』

明確｡

デーゲンハル トについての

み不明他簡略｡

デーゲンハル ト男爵 (夫)0

黒人女性 :非常に立場が弱

い｡殆ど描写なし｡

○第二の妻 シュテラ :社会的に強い立 男爵夫人 :ノ高潔,高い社会

場｡ 的地位｡
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○夫

○三者の和合

○葛藤の克服

○文学形式

○第-の妻と

第二の妻の

関係

○第-の妻と

夫との関係

○第二の妻と

夫との関係

○モティーフ

と無縁の重

要人物

フェルナンド:

第-の妻にも第二の妻にも

引かれる｡自由に生きるこ

とを望みながら良心の吋責

を捨てきれない｡

最後にあり｡

三者共存 (重婚状態)0

三一致の法則による戯曲｡

ほぼ対等｡

人間的良心による関係｡

男女間の愛情関係｡

駅事の女主人｡

デーゲンハル ト:

第二の妻により社会的地位

を得,それを守るために,

追ってきた第一の妻 を撃

つ｡ 表面上は平静を保つも

後失掠｡

二重人格的性格｡一

三着が会う場面なし｡

夫の失院と妻同士の和睦｡

枠物語による小説｡

第二の妻が第一の妻を保

護｡

本能的な愛欲関係｡

不明瞭なが らも打算の混

じった理性的関係か (夫の

側から)0

叔父アドルフ｡

さて,両作品のモティーフ処理はおおまかなところで以上のとおりだが,

まず目につく点としては,モティーフ本来では夫を待ち続け,その夫が帰る

ものの第二の妻を伴うという悲劇的な運命を味わう最初の妻の存在が,両作

品共第二の妻に移されていることである｡また重婚のもう一人の妻の登場の

仕方も,夫が連れ帰るかたちではなく,独立した存在として,後からいきな

り登場する形式を取っている｡(『シュテラ』ではチェチ-リエが最初から登
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場してくるが,妻としての姿を現す第3幕後半までは ｢ゾンマ-夫人｣とい

う登場人物名になっており,作品においては ｢一方の妻｣ とは別の存在であ

ることを暗示している｡)この様に状況が変化しているのは,夫の性格付けが

本来のモティーフから大きく変化しているためと考えられる｡ つまり,最初

の妻のもとへと再び帰っていくグライヒェン伯爵には,保守的で誠実なイ

メージが強調されているが,フェルナンドやデーゲンハル トはその様な性格

を持たず,第-の妻から第二の妻へと気の向くままに人生を遍歴し,第二の

妻のところで自らの意に反して第一の妻と遭遇し,その処理にさいなまれる

男として措かれる｡ また,グライヒェンモティーフを扱った従来の作品は,

第一の妻の貞節ぶりと苦悩を主題に据えたものが多く,そこから道徳劇の観

を強く呈するものとなっていた｡そして二人の妻の夫に対する関係の違いは,

領地で夫を待つ第-の妻と敵地で夫を救い出す第二の妻という立場の違いに

集約されており,各人の道義的意識の相勉とその宗教的な救済が作品のテー

マとなっていたのである｡ところがこの両作品では,理性と感性を両方兼ね

備えたひとりの現実的男性としての夫に光を当て,二人の妻が理性面,感性

面それぞれの方面から夫を触発する形を取っているため,彼女たちの夫に対

する社会的立場は副次的なものとして扱われている｡その点でも,伝統的な

状況設定に両作品とも捕らわれる必要はなかったといえよう｡(ただ,以上の

ことは 『シュテラ』についてよりあてはまることであり,『森の銃声』におい

ては妻達の住む社会の相違が非常に大きな意味を持っている｡しかしその社

会とは道徳性などが付随する従来の意味での社会というより,人間が棲息す

る本源的な意味での ｢世界｣と呼ぶべきもので,名もない黒人と男爵令嬢と

いう,二人の妻の一般的社会での立場の違いが,作品の展開に決定的な影響

を与えているわけではない｡この点については後に詳しく述べたい｡)

また,グライヒェンモティーフに直接関係ない登場人物として,『シュテラ』

には駅事の女主人が,『森の銃声』には枠内の物語の語 り手である叔父アドル

フが登場している｡この内駅事の女将は舞台上でこれから繰 り広げられる出
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来事の前史を語って聞かせる第三者の語 り手として,古典的な劇作にはしば

しば用いられる役柄である｡ しかし,『森の銃声』においては,アドルフがど

の様な役割を担っているのか,ひいてはハウプトマンがここで枠物語 という

小説形式を利用した狙いはどこにあるのか,少し考えてみる必要があるだろ

う｡

ハウプトマンが 『森の銃声』を 『ジリ』の執筆中に書き上げていることは,

先に述べたとおりである｡ 『ジリ』は,妻子ある若手の大学講師である ｢私｣

が,｢ジリ｣という場末の舞台女優の魅力に取 りつかれ,家族 と彼女の間で苦

悩する日々を書き綴った日記体小説だが,ここにはハウプトマンが実生活で

微妙な仲にあった女優イダ･オルロフとの体験がはっきりと反映されている｡

(イダ ･オルロフは,『ハンネレの昇天』でハンネレを演じたことが契機とな

り,以来 30年以上に渡ってハウプトマンと深い仲となる女性であるが,彼に

とっては彼女との関係は創作活動上非常に有益で,とりわけ 『さてピッパは

踊る』のピッパが,彼女を忠実にモデル化した人物であることは周知の事実

である｡)また,ハウプトマンは,オルロフ体験をもう既に一度,同様の日記

体小説の形式を借 りた長編 『情熱の書』に盛 り込んでいるのだが,この両作

品共,重婚について言及した箇所が認められる｡

1)私はジリとアンネマリー (筆者註 :｢私｣の妻)と共に,ソル トレイクシ

ティーのモルモン教徒の許へと移住したかった｡ 以前は実行が可能だったこ

の考えも,今では正に息が詰まる程狭い,実務的且つ宗教的体制へと行き着

いてしまうのだった｡私はモルモン教徒になりたかった｡ ドイツで二人の妻

と共に暮らした奇人の話は良く知られている｡

("Siri〟Ⅹ,431)

2)私はこの当時ほど深い大きな驚きと大きな感動を抱いて,愛の驚異に見

入ったことはない｡このようにして,夫婦関係を三人で築き上げることは不

可能であったろうか? キリス ト教徒であったユダヤの家長らは複数の妻を

要っていた｡厳格な意見を持っていたあの宗教改革時代の僧侶とて,夫婦を
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一夫一妻に限定した言葉を,聖書のどの箇所にも見出すことは出来なかった｡

回教徒の生活は今日になってもなお一夫多妻である｡出来得るならば,わた

しもまた回教徒になりたいと思う｡わたしのような立場に立ち至った人間が,

こうした逃路を選ぶのも,これが初めてではないだろう｡

("BuchderLeidenschaft〟ⅤⅠⅠ,157)

『ジリ』と『情熱の書』は従って,ハウプトマン自らの心情の吐露と見なす

のが一般的であろうが,彼の心の中で葛藤を引き起こしている要因は,ほぼ

常に ｢社会的存在の自己と生物的存在の自己｣,つまり｢理性と本能｣のせめ

ぎあいである,ということができるかと思われる｡ この図式はハウプトマン

文学の中心的なテーマであり,『線路番ティール』や 『寂しき人々』や 『御者

へンシェル』といった初期の自然主義的作品で既に扱われている問題である｡

ここでのティール,ヨハネス,-ンシェルという主人公達は,自らの中での

理性と本能のせめぎあいをぎりぎりまで表面には出さず,その均衡が破れた

時点でだしぬけに崩壊していくのであって,彼らの内面では恐らく 『ジリ』

や 『情熱の書』に措かれている葛藤が,意識的にせよ無意識にせよ繰 り広げ

られていたと考えることができるだろう｡ そして,『森の銃声』のデーゲンハ

ル ト男爵もまた,これらの主人公達と同一線上に位置する人物なのである｡

ただ,作者が理性と本能の葛藤をオルロフ体験により心底から味わった後

の人物であるデーゲンハル トは,この二つの性向をより先鋭化した形で持ち

合わせており,アフリカで叔父が出会った頃の野性味溢れる男爵と,シレジ

ュンでの貴族的に洗練された男爵は,叔父をして ｢アフリカにいたデーゲン

ハル トとこの男は,二人のまるで異なる人物であった｣(ⅤⅠ,441)と言わし

める程である｡そして,彼の内面は最初から最後までほぼ全 く描写されはし

ないため,不気味なまでに謎めいた雰囲気が彼には付きまとっている｡ 叔父

アドルフの存在は,従ってこの様な男爵の行動を物語ると同時に,適宜必要

最小限の注釈を加えるために必要なものといえるわけで,叔父という語り手

を通して男爵の行為は或る程度の客観性を得ると共に,読者に心情的な共感

を引き起こし得るものにさえなりかけている｡ ハウプトマンの小説で枠物語
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を利用した作品としては,『ゾアナの異端者』が思い起こされることだろう｡

しかし,この中で物語を語る羊飼いルドヴィコと,物語の主人公である牧師

フランチェスコは,最終的には同一の人物であることがわかり,ここでの枠

物語の使用は,登場人物の行動に説得力を伴ったインパクトを与える結果と

なっている｡『森の銃声』での語り手アドルフと物語の主人公デーゲンハル ト

は同一人物ではないが,アドルフが最終的には男爵の取った行動 (第-の妻

を射殺しようとし,何の責任を取ることもなく失際してしまうという行為は,

弁解の余地の無い犯罪といえよう)を,下に引用した彼の言葉の如 く,漠然

と理解していたことは確かであり,二人の間には相通じる何らかの認識が存

在していたといえるのではないだろうか｡

｢わしが思うに,彼はシレジアでの結婚から飛び出したんじゃ｡まるで,金

ぴかの厩に閉じ込められて,燕麦やら馬草やらなにやかやと好きなだけあり

つけた所から,あらくれ馬が飛びだすようにな｡｣ (ⅤⅠ,464)

そう考えていくと,叔父アドルフが非常にユニークな人間に描かれている

背景も明らかになってくる｡ 小説の前半で入念に措写されるアドルフの人と

なりを要約すると,彼は森林保安官を退職した後,シレジェンの田舎に引き

こもり,近隣の住人との交際を絶ちながらも,世界中の同業者と頻繁な文通

を行っている植物学研究者であり,また話術の抜きん出た名手として,その

一種おどけた様な語り口は,死を間近に控えた老人の語りとは思えない程生

き生きとしたものである｡この様な特徴を持った人間というと,ハウプトマ

ン研究者には,ハウプトマン本人がすぐさま連想されることだろう｡ ハウプ

トマンは,ヒットラーが政権を取った1933年以降,シレジェンの小都市アグ

ネ-テンドルフを創作活動の拠点とするようになるので,『森の銃声』を書い

た頃にはちょうどアドルフの様な境遇にあったわけである｡またハウプトマ

ンの話し方や立ち振る舞いが独特なものであったことは,『魔の山』でのペ-

ベルコルンの例を引くまでもなく余りにも有名である｡ さて,そこでデーゲ
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ンハル トにもうー度目を転じてみたい-｡彼はハウプトマンが常にさいなまれ

ていた ｢理性 と本能の葛藤｣を極端にまで先鋭化した人物であるので,やは

り作者の現身と見なすことが可能となる｡ すなわち,『ゾアナの異端者』では

同一人物であった語 り手と物語の主人公が,『森の銃声』にあっては別々の人

物にされてはいるものの,実はその二人は一人の人物から派生した存在であ

り,その人物 とはハウプトマン本人 と考えられるのである｡ デーゲンハル ト

は,イダ ･オルロフとの関係に悩んでいた当時の彼の心理状態を具現化し,

アドルフは彼の社会的状態を具現化した人物なのではないか,つまりこの作

品ではハウプトマン自らが自らに自らを語らせているのではないかと解釈し

得るのである｡6)

グライヒェンモティーフという設定は,教会による重婚状態の認容という

不自然な救済が用意されていない場合には,円満な結末を非常に迎えにくい

性格を持っている｡ 『シュテラ』第一稿は二人の妻の有 り余る愛により,三角

関係を救済しようと図っているのだが,社会的道義に反するとの世論の批判

は手厳しいものだった｡同じくキリス ト教的救済を用意しない 『森の銃声』

では夫の発砲,そして失院と,筋だけを辿れば完全な破局とも呼べる結未が

用意されているものの,作中の雰囲気はそれほど悲劇的な色合いを濃 くはし

ない｡デーゲンハル トが第一の妻に向かって発砲する場面や,城から逃走す

る場面が描写されていないこともこれには影響しているだろうが (ハウプト

マンは,作品の中でペリペティアとなる事件を意識的に視覚から遠ざけると

いう癖を持っており,事故や殺人や自殺 といったシーンは,ほとんどの作品

では間接的にしか描写はされていない),アドルフがデーゲンハル トの行為に

暗黙の理解を示していること,つまりハウプトマンが自らの葛藤を自ら語っ

6)アドルフとデーゲンハルトが共通の特徴を有していることは,W.フロイント
が指摘している｡彼は作品そのものを,近代社会の没個性化を前にして前近代的
な理想社会へと逃避する人間の物語と解釈し,この点で叔父と伯爵に類似した性

格を認めている｡/Vgl.W.Freund,DiedeutscheKriminalnovelleYonSchiller
bisHauptmann,Paderborn1975,S.95-102.



ドイツ文学における｢重婚｣のモティーフ 107

ていることも,大きく関係していると思われる｡

また,二人の妻が,事件に際して余り取 り乱した様子を見せることがない

のも,作品の悲劇性を少なからず阻害している｡ この点については,ハウプ

トマンの自己弁護的な創作態度が,女性達の理解ある対応を生み出している

と解釈することもできよう｡同様に 『ジリ』や 『情熱の書』においても,女

性達は悲劇的な選択を取 りはしない｡しかし,『森の銃声』での二人の妻の描

かれ方は,殊にハウプトマンの小説において特徴的な手法であり,グライヒェ

ンモティーフのハウプトマン流の処理法の核心も,二人の妻の描写法を分析

することによって明らかになると考えられる｡

デーゲンハル ト男爵の二人の妻は,その境遇は天 と地ほども異なり,描写

のされかたも同等とは決していえるものではない｡黒人の妻は,極論すれば

その存在だけが問題にされているのであって,彼女の人間的性格は作品にお

いてはほとんど無視されているといってもいいほどである｡7)問題なのは男

爵夫人であって,解釈によっては彼女を主人公としてもよい程,男爵夫人は

地の文から枠内の物語までその言動が詳しく描写されている｡ただ,その様

子はあくまで画一的であり,夫の変貌に悩みこそすれ,彼女は終始人情味溢

れた高潔且つ貞節な女性であり続けるのである｡ 特に男爵が失綜した直後に

さえ,涙を禁じ得ずも事態を早,甘んじて受け入れようとする態度は,余 り

に没個性的なものといわざるを得ない｡

｢確かに残された彼女はこの言葉を涙ながらに読み上げた｡鳴咽もこらえよ

うがなかった｡しかしそれから彼女は私を真っ直ぐ,覚悟を決めた様に,そ

して私の思い違いでなければ満足した様子で見つめたのである｡｣

(ⅤⅠ,463)

7)彼女は男爵夫人のいわばアンチテーゼとして置かれた人物であり,三角関係の
バランスを取る上での｢カウンターウェイト｣と考えるべきである｡これと同様
の人物設定は,他に『線路番ティール』での先妻の子トピアスに対する後妻の赤
ん坊に認められる｡
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即ち,男爵夫人はその描写の多さにも係わらず,ごく純粋化された人物 と

して単一的なキャラクターを持つに留 まっていると考えられるわけであ

る｡8)この意味においては,男爵夫人は黒人の妻と同じ様に,シンボライズさ

れた存在と考えることが可能である｡そして,二人の妻が何を象徴している

のかというと,それは,彼女達が各々所属している地域,いや,地域 という

社会的な概念よりも,各々の所属する本源的な空間を彼女達は象徴している

といった方がいいだろう｡これらの空間はシレジュンの領地-明,アフリカ

の奥地-晴と捉えられる対を成し,それぞれがデーゲンハル トの心理の表層

と深層,或いは理性 と本能とに呼応することになる｡(ここでいう理性 とは日

常社会的な思考パターンを指しており,悪意や打算も含まれている｡)

この様に,地域即ち空間に象徴的意味を付与し,その代表者としての人物

をそれぞれの空間に配置する手法は,小説部門でのハウプトマンの得意とす

るところで,典型的な例がやはり 『線路番ティール』に認められる｡この作

品では,ティールの前妻ミンナと後妻レ-ネが全 く相容れぬ空間に存在して

おり,レ-ネがミンナの属する保線区にやって来ることにより,即ち一方の

空間にもうー方の空間が侵入することにより乱蝶が生じ,ここでは晴の世界

が明の世界を飲み込んでしまう｡ つまりティー)t'がレ-ネとその赤ん坊を惨

殺するという惨劇が起こるのである｡ 同様に 『ゾアナの異端者』においても,

山の上という晴の世界に住む異端の娘アガ一夕が,下界の村に下 りてくる段

で作品が大きな転回点を迎えることとなる｡9)そして,『森の銃声』もその例に

漏れず,晴の世界を象徴する黒人の妻が明の世界である領地にやって来るこ

とにより,事件が生じるわけである｡しかし,この作品が『線路番ティール』

や 『ゾアナの異端者』と決定的に異なる点は,男爵夫人が事件の発覚により

8)プァイファーは,男爵夫人の夫に対する愛情と,彼が失綜した跡の彼女の毅然
とした態度には艶酷が生じているとするが,それも本文以下に述べる彼女の本質
と矛盾するものではない｡
9)拙論｢G.ハウプトマン『線路番ティール』解釈試論- その空間的象徴性- ｣,
広島独文学会,『広島ドイツ文学』第5号 1990年,1-18頁参照｡
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家名が傷つけられることを恐れ,黒人の妻を密かに手厚 く看護させ,あまつ

さえ,その息子はイギリスにいる男爵夫人の親戚のもとへと養子に出されて

しまうことである｡ ということは,晴の世界が明の世界にすっかり取 り込ま

れた結果になるわけで,もともと得体の知れぬ破壊性を内包している暗の世

界に対して,社会的秩序に支配された明の世界が優勢となった場合,『線路番

ティール』で生じた惨殺事件の様な極端な悲劇は起こりようもない｡ただ,

本質的に明と晴の両方の世界を我が身の内に挙み続けてきた人物,つまりこ

こではデーゲンハル トが,明と暗の世界の接触により,一気に晴の世界へと

のめり込んでしまう結果は,先の二作品と同様である｡ デーゲンハル トが明

の世界である領地から姿を消すのは,従って当然の成り行きであろうし,宿

の世界そのものに帰ろうとする彼が,明の世界に取り込まれつつある黒人の

妻にもはや何の愛着を示さないのもうなづける｡そして,彼の行き先をアフ

リカと推測した叔父アドルフもデーゲンハル ト同様両方の世界を内に抱いた

存在といえるだろう｡ただ,人物達が皆,明の世界に必死に留まろうと苦悶

するのは共通しているものの,『森の銃声』では他の作品と異なり,その様子

が暗示的には全 く描写されず,一発の銃声に象徴されるかのごとくだしぬけ

に暗の世界が爆発する｡ ここに作品の構成としていかにも手薄な印象を受け

ずにはいられない｡

○グライヒェンモティーフの現代性

さて今まで 『森の銃声』の構造について詳しく見てきたわけだが,グライ

ヒェンモティーフからかなり離れてしまった感があるので,もう一度本来の

モティーフを検証してみたい｡

既に何度も触れてきた様に,グライヒェンモティーフの本質とは,数奇な

運命に弄ばれた主人公が,止むを得ぬ事情から重婚を犯すが,当事者達の慈

愛と教会の寛容な対処により,三者が幸福な共同生活を営むという点にある｡

その際に文学として忠実に踏襲されてきた点は,死んだと世間では思われて

いる夫を待ち続ける第一の妻の貞節ぶりと,愛する男を救うためには散郷や
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家族をも捨てる第二の妻の献身ぶりの二点である｡ そして,そこでは現代的

な意味における愛情や,増してや欲望などは大して重要な要因とはならない

のである｡この伝統を打ち破 り,いわば男女間の愛情のみで重婚のジレンマ

を乗 り切ろうとしたのが,『シュテラ』であるといえる｡そのせいで,この二

人の妻は,共に夫に対する深い愛情を持つことに意義があるのであって,立

場上の違Oを余 り鮮明にはしていない｡10)

しかし,フェルナンドが同時に二人の女性 と愛情関係を結び得るからと

いって,彼らの重婚状態の正当性を当時の観客が納得するものでは当然なく,

世間の猛烈な批判の前に,ゲーテは結末部の書き直しを余儀なくされる｡ つ

まり,フェルナンドが二人の妻を ｢俺のものだ.′｣と,また二人の妻が ｢あ

たしはあなたのもの｣と宣言する結末を,シュテラが毒をあおり,それを知っ

たフェルナンドが自殺する場面に差し替えてしまうわけである｡ところが,

この改稿で図らずもグライヒェンモティーフの性格が浮き彫 りにされてくる

のである｡奇しくもこの改稿は,第一稿では全編のハイライ トであったチェ

チ-リエによるグライヒェン伝説の長い説明の直後から始まっている｡その

ため改稿後の彼女のこの台詞は,カタス トローフに対してそれ以外の選択を

示唆する所謂 "Retardation〟と解釈することもできようが,自殺するのが

チェチ-リエならぬシュテラとフェルナンドである以上,悲劇的効果を高め

ているとは一概には言い切れない｡また,一度はチェチ-リエと共にシュテ

ラの前から姿を消そうとしたフェルナンドが,シュテラが毒をあおったのを

知ってピス トル自殺を遂げるのも不自然であるし,二人が別々の部屋で死ぬ

こと,シュテラが最後に "Undichsterbeallein.〟ll)という言葉を残す点な

10)潮出版版 ｢ゲーテ全集｣の 『シュテラ』の解説では,シュテラとチェチ-リエ
は極めて対照的であるとしているが,グライヒェンモティーフの側面から見れ
ば,二人は非常に差異の少ない恋敵といえる｡渡辺健,ゲーテ全集第4巻『シュ
テラ』解説,潮出版社1979年,444-446頁参照｡
ll)J.W.Goethe,Werke,HamburgerAusgabeBd.4,DTV,Mtinchen1982,
S.351.
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ど,当時のドラマ トウルギーによる悲劇性が集中性を失っているのも確かで

ある｡

そもそも,｢ある悲劇｣と改題された改稿後でのシュテラとフェルナンドの

死は,それまでの悲劇が結末で描いてきた死 とは根本的に趣を異にしたもの

となっている｡即ち,伝統的な悲劇の結末に好んで設定された死 とは,誤解

による死や,悪者の策略による死,または他者に対する自己犠牲 としての死

や,純愛の証 としての死などであったが,ここでの二人の死は,解決を見出

せぬ激しい心理的葛藤の末の一種の逃避行動と考えられるからで虜'る｡ それ

はフェルナンドが二人の妻を避ける様にして別室へ行き,ピストル自殺を遂

げる状況に象徴されている｡ つまり,改稿後で新たに付け加えられた自殺の

場面は,物語が十分に展開した後に起きる付け足しとして,いわば ｢逃避的

な死｣ともいえよう｡

ところが,この悲劇における ｢逃避的な死｣を非常に効果的に用いた作家

が実はハウプトマンであって,『日の出前』のへレ-ネにせよ 『寂しき人々』

のヨハネス ･フォツケラー トにせよ 『ガブリエル ･シリングの逃走』のガブ

リエル ･シリングにせよ 『御者-ンシェル』のへンシェルにせよ,行き場の

なくなった三角関係や或いは失恋の果てにただ一人,逃げるように自殺を図

るわけである｡また,逃避という点においては 『森の銃声』のデーゲンハル

トの失院も,同じく逃避行動であることに大差はない｡以上の考察から次の

様な結論が引き出される｡ ゲーテはグライヒェンモティーフを従来の設定か

ら解き放ち,登場人物個人の感情にジレンマの解決を委ねるが,当時の社会

通念に対して余りに斬新であったために改稿を強いられる｡ところがこの第

二稿における自殺は,図らずも伝統的悲劇でいう ｢カタルシス｣を喚起しな

い逃避行動としての死であって,それは自然主義作家ハウプトマンにさえ共

通するものなのである｡ 翻れば,グライヒェンモティーフの本質は,善良な

二人の女性に板挟みとなる善良な男性 という近代的な性格を有しており,

『シュテラ』第二稿が近代的な結末を迎えるのもモティーフ本来の性格ゆえと

考えられるわけである｡(もともとこのモティーフには悪人や策謀家が登場し
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ない｡それ故,ゲーテが 『シュテラ』を書 く際参考にしたという 『サラ･サ

ンプソン嬢』や,後世でしばしば引き合いに出される 『ハイルブロンのケ-

トヒェン』などは,｢一人の男を巡る二人の女｣のモティーフとしては 『シュ

テラ』と同列に位置するが,この2作品共各々マールウッドやクニグンデ ･

フォン･トウルネックという悪役が登場する点で,『シュテラ』と一線を画し

ている｡)そして当然の如く,ハウプトマンにとってこのモティーフは非常に

都合のいいもので,｢理性と本能の葛藤｣とか,｢空間を象徴する人物の設定｣

といった彼が以前から扱い続けてきたテーマや手法がこのモティーフの器を

借 りて結実した作品が 『森の銃声』であるといえるだろう｡ ただ,この小説

は自らを登場人物に強く反映させるなど,ハウプトマン個人の思い入れがか

なり表面化しているため,却って文学的効果に欠ける所が見られ,また他の

彼の作品と違って暗の世界の描写をほとんど盛り込まなかった点も,ハウプ

トマン文学の中にあって 『森の銃声』を魅力の薄い作品にしている理由であ

ると思われる｡

(本論は,北海道独文学会 1992年夏期研究発表会における報告に,大幅な

加筆訂正を行ったものである｡)
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HDerSchuBimParkn-

MasafumiSuzuki

AIseinesder畠ltestenMotive,dieinderLiteraturseitaltersher

behandeltwurden,kannmandas-besondersumeinenMannstreitende

-Dreiecksverh云ltniszwischenMannundFrauanftihren.Wennessi°h

zumGegenstanddessozialenSystemsentwickelt,stelltesdieTatsache

der"Bigamie",zweirechtlichgeschlossenen,nebeneinanderbestehenden

EheneinundderselbenPerson,dar.DieBeispiele紬rdiesesMotivsin°

inderdeutschenLiteraturam meistenzubeobachteninfolgeeines

VorgangsindermittelalterlichendeutschenGeschichte.Esistder

Doppelehe-SkandalvonErnstLudwigGleichen,GrafvonTiiringen,im13.
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diesesMotivz.B.Hofmanswaldaw,Bodmer,Goethe,Kotzebue,Achimv.

Arnim,Hauptmannusw‥ Vorallenfallen"Stella"YonGoetheund"Der

SchuBimPark"YonHauptmannaufdurchihreeigeneBehandlungsart

diesesMotivs.Mank6nntesichden山KonfliktderVernunftmitdem

lnstinkt"alstypischesThemaderHauptmannschenLiteraturvorstellen.

Indemsi°hdiesesThemamitdemErlebnisdesDichtersverbindet,wird

derBaronDegenhartin"DerSchuBimPark"alsdurchdieseれKonflikt
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diedurchdieVerbesserungdesSchlussesYon"Stella"klarwird.Nach-

dem dieglticklicheDoppelehevonStella,C宜cilieundFernando,die

traditionelleBehandlungdesMotivs,vom Publikum abfalligkritisiert

wurde,schriebGoethedieSchluBszenetragischd.h.aufdieSzenedes

SelbstmordsYonStellaundFernandoum.AberdasSterbenYonbeiden

hatdabeieineandereBedeutungalsdasnormaleindenbisherigen

TragOdien.IndentraditionellenTrag6dienistderSelbstmordsehr

produktivz.B.FreitoddurchdasMiBversはndnisoderdieListderande-

ren,SterbenalsZeugnisderLiebeoderalsOpferdessozialenSystems

usw‥DagegenkannmandenSelbstmordinderneuenFassungalseinen

Zusatzmachderv811igenEntrollungdesDramas,n宜mlichalseineFlucht

auslegen.UnddasMotiv,"SterbenalsFlucht",tritth宜ufiginden

naturalistischenWerkenHauptmannsauf.SolchesSterbenohneKathar-

SishatseinenUrsprunginderStrukturdesMotivsselbst,daBtrotzdes

DreieckverhaltnissesdiebeidengegeniiberstehendenFrauehgiitigsin°,

undgeradedasbestatigtdieliterarischeModernitAtdesGleichen-Mdtivs.


